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平成16年度評議会の開催

企画調整部 研究企画科

平成 年度の独立行政法人農業環境技術研究16
所評議会が、 月 日（月）に農業環境技術研4 26
究所大会議室において開催された。独立行政法人

化後 回目の開催となる。評議会メンバーは以下4
のとおりである。

［評議員］

( )永田 徹 前茨城大学農学部教授

( )中村雅美 日本経済新聞社科学技術部編集委員

( )木村眞人 名古屋大学大学院生命農学研究科教授

( )小川吉雄 茨城県農業総合センター園芸研究所長

( )藤田和芳 大地を守る会会長

独立行政法人国立環境研究所理事長

独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機構

理事長

独立行政法人森林総合研究所理事長

独立行政法人水産総合研究センター

瀬戸内海区水産研究所長

農林水産省大臣官房環境政策課長

［オブザーバー］

農林水産省農林水産技術会議事務局研究開発課長

理事長挨拶の後、企画調整部長から昨年の評議

会における指摘事項とその対応および平成 年15
。 、度の所の業務実績について報告があった その後

主要な分野における 年間の業務実績とりまとめ3
について、担当部長から以下の紹介があった。

環境負荷物質の動態解明と制御技術の開発1)
農業生態系における生物多様性の保全と生物機2)
能の活用

地球規模での環境変化と農業生態系との相互作3)
用の解明

農業環境資源の分類・同定およびインベントリ4)
ーフレームの構築

業務実績に関わる総合評価のあと、最後に、評

議員から講評をいただいた。そのうち、主な意見

は以下のとおりであった。

●農環研は、非常に意欲的な取り組みや特色のあ

る試みがなされている。このような姿勢を続け

てもらいたい。

●自己評価の姿勢が目先の評価主義に陥ってほし

くない 「稼ぎ」という目先の成果にとらわれ。

ないで、長い目で見た成果の出る「仕事」をし

てもらいたい。

●公募型プロジェクト等検討委員会などを設置

し、競争的資金獲得の努力は評価するが、それ

を消化するだけの研究の実力や職員の資質向上

およびポスドク研究員の獲得にも努力してほし

い。

●農環研では農業環境インベントリーなど多くの

情報を持っており、広く活用されている。この

ような情報を環境研究機関連絡会などで共用デ

ータベース化して、参画者・データ共有者でヴ

ァージョンアップし、より優れたデータベース

を作る必要がある。

●農業環境モニタリングや環境評価の手法を全国

レベルで展開できるような技術を開発し、生産

現場から常にフィードバックしながら農業環境

の保全が図られるようにしてほしい。

●農環研は行政の農業・環境施策のシンクタンク

的な研究所であるとともに、情報を環境関連の

市民団体や に上手に伝えることを考えるNGO
必要がある。


